
認知機能の低下と資産管理
事前に何をすべきか

エージング・リテラシーとして
市民が知っておくべきこと

1. 認知機能が低下するとお金の管理が難しくなること

2. 「手引き」を使って 「いつ、どのように、だれと」準備していくか
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質問される前 質問された後

「お金の管理をお願いできる人がいる」割合の変化
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出典：「パンフレット策定調査（2025年）」に基づく井上雄介氏（慶應義塾大学）・中嶋邦夫氏
（ニッセイ基礎研究所）との共同研究成果（速報暫定値）に基づく
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５～６ページは、会場内や知らない人がいる場所では書き込まないでください
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いくつか気になる数字

• 地域に暮らす認知症高齢者で認知症疾患と
診断されているのは 3 割

–東京都健康長寿医療センター（2018）

–夫婦世帯 38 ％、独居世帯 20 %

• 認知症・軽度認知障害とされても受診は 7 ％

–国立長寿医療研究センター（2024）

–健康に自信があり、自分には必要ない（4割）
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いくつか気になる数字：平成７年版消費者白書
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・ 消費生活相談において、本人から相談が寄せられる割合は、高齢者全体では８割だが、認知症等の高齢者では２割 
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なぜ 「チーム」 

• おかれた状況はさまざま
–友人、配偶者、子ども

– してほしいお金の管理

• プリンシパル・エージェント理論：経済学
–プリンシパル（本人）とエージェント（代理人）関係

–両者の利益が完全に一致しない場合にエージェ
ントが自分の利益を優先に行動する可能性

• あなたのために行動してくれるチーム
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チーム作りを不要と考えているのはどのような人

• 男性

• 主観的認知機能が低下していない

• お金に関するトラブル経験が少ない

– ｻﾌﾞｽｸﾘﾌﾟｼｮﾝの解約困難等

• 他の人のお金の管理の手助けの経験が
少ない
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出典：「パンフレット策定調査（2025年）」に基づく井上雄介氏（慶應義塾大学）・中嶋邦夫氏
（ニッセイ基礎研究所）との共同研究成果（速報暫定値）に基づく



主観的認知機能低下にともなう
チーム作りを不要とする確率の低下
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出典：「パンフレット策定調査（2025年）」に基づく井上雄介氏（慶應義塾大学）・中嶋邦夫氏
（ニッセイ基礎研究所）との共同研究成果（速報暫定値）に基づく
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ご清聴ありがとうございました
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